
 

 

質問に対する回答について 

工事名）磐越自動車道 束松トンネル工事 

質問事項と回答 

番号 質問事項 回   答 

１ 

設計関係図書 

設計図 トンネル 6/141 

表記設計図の地質平面縦断図によ

れば、当該トンネルの掘削の地質

分類は第 3 紀層に該当するという

理解でよろしいでしょうか？ 

令和 7 年 6 月 24 日掲載の「質問に

対する回答について⑫」質問番号

15 に対する回答の通りとなりま

す。 

 

２ 

設計関係図書 

特記仕様書 33 頁 

特記仕様書 29－17 ズリ処理工に

おける地質分類は、上下半掘削、イ

ンバート掘削ともに 第 3 紀層の

C,D 地質であるという考えでよろ

しいでしょうか 

令和 7 年 6 月 24 日掲載の「質問に

対する回答について⑫」質問番号

15 に対する回答の通りとなりま

す。 

３ 

設計関係図書 

金抜設計書 1 頁 

盛土工Ａ１について、購入材の割

増率は土木工事積算基準第７編 

土工 ４．土量換算率及び地山単位

体積質量 ４－１ 土量換算率に記

載の方法で算出されているのでし

ょうか。 

またその場合、当初想定されてい

る「盛土締固め後の単位体積質量」

及び「購入材の売買単位体積質量」

をご提示願います。 

積算に関する質問にはお答えでき

ません。 

 

４ 

設計関係図書 

金抜設計書 1 頁 

上記質問に関連して、試験施工等

により盛土締固め後の単位体積質

量が当初想定していた値から変更

となった場合、設計変更の対象と

考えてよろしいでしょうか。ご教

示願います。 

設計変更の対象とは致しません。 



 

５ 

設計関係図書 

金抜設計書 8 頁 

6 月 24 日 質問に対する回答につ

いて 番号 3 

トンネル掘削 DⅡ-a(H)-AFS-K に

ついて、6 月 24 日の質問に対する

回答について12の番号３で本項目

に含まれる内容を回答いただきま

した。 

その内「盤下げ部掘削（インバート

部一次掘削）」、「盤下げ部ずり積

込・運搬」、「インバート部一次埋戻

し」は昼夜 2 方施工、「インバート

部一次埋戻し箇所の掘削」は昼間 1

方施工と考えてよろしいでしょう

か。ご教示願います。 

貴社の施工計画に基づきお考えく

ださい。 

６ 

設計関係図書 

金抜設計書 11 頁 

インバート埋戻し工Ａは購入材で

の埋戻しとなっていますが、一旦

インバート全面を埋戻す計画と考

えてよろしいでしょうか。 

その場合、路盤排水の掘削で発生

した購入材の処理方法をご教示願

います。 

貴社の施工計画に基づきお考えく

ださい。 

 

７ 

設計関係図書 

金抜設計書 14 頁 

軽量盛土工 A について、EPS ブロッ

ク設置は国土交通省積算基準を適

用されているのでしょうか。ご教

示願います。 

積算に関する質問にはお答えでき

ません。 

 

８ 

設計関係図書 

金抜設計書 15 頁 

盛土付帯工 吸着層工Ａについて、

重金属吸着シートの積算上見込ま

れているロス率をご教示願いま

す。 

積算に関する質問にはお答えでき

ません。 

 



 

９ 

設計関係図書 

金抜設計書 15 頁 

特記仕様書 47 頁 

盛土付帯工 敷砂工Ａについて、特

記仕様書 29-34 で敷砂工の材料は

最大寸法径100㎜以下の切込砂利、

切込砕石又は再生クラッシャーラ

ンとありますが、当初計画されて

いる材料は上記の内いずれでしょ

うか？ご教示願います。 

また併せて材料のロス率もご教示

願います。 

貴社の施工計画に基づきお考えく

ださい。 

１０ 

設計関係図書 

金抜設計書 16 頁 

工事用道路工Ｂ、Ｃについて、項目

に含まれる土工の施工でブルドー

ザー(リッパ装置付) 21t 級及び湿

地ブルドーザー20t 級が必要と思

われますが、工事用機械分解組立

費は工事用道路工の中に含まれる

のでしょうか。ご教示願います。 

工事用機械分解組立費は、工事用

道路工の単価項目に含まれます。 

１１ 

設計関係図書 

金抜設計書 16 頁 

上下線連絡路工Ａについて、連絡

路工で使用する材料の運搬費は上

下線連絡路工に含まれるのでしょ

うか。 

またその場合、運搬基地から現場

までの距離をご教示願います。 

積算に関する質問にはお答えでき

ません。 

 

１２ 

設計関係図書 

金抜設計書 17 頁 

特記仕様書 54 頁 

工事用仮桟橋工 供用月当り賃料

Ａ、Ｂについて、特記仕様書 29-43

に記載されている設置期間は、仮

桟橋の施工期間も含んでいると考

えてよろしいでしょうか。ご教示

願います。 

その通りでお考えください。 

 



 

１３ 

設計関係図書 

設計図 トンネル 23、27、28/141 

図 面 23  長 尺 鋼 管 鏡 補 強 工

(L=12.5ｍ・Φ76.3） 

 注入量 180.0L/本 

図面 27，28 注入式フォアポーリ

ング（L=3.0ｍ・Φ27.2） 

 注入量 323.0L/本 

と記載されています。 

１ｍ当りの注入量にすると 

長尺鋼管鏡補強工 180.0L/12.5

ｍ＝14.4L/ｍ 

注 入 式 フ ォ ア ポ ー リ ン グ 

323.0L/3.0ｍ=107.7Ｌ/ｍ 

となります。長尺鋼管鏡補強工及

び注入式フォアポーリングの注入

量は図面記載の通りでしょうか、

ご教示願います。 

設計図書に記載の通りとなりま

す。 

１４ 

設計関係図書 

金抜設計書 18 頁 

番号 209 調査ボーリング工 先

進ボーリングについて 

調査ボーリング工の労務賃金には

週休 2 日の補正係数補正が考慮さ

れているか、ご教示願います。 

9月5日に掲載予定の参考積算条件 

書をご確認ください。 

１５ 

設計関係図書 

割掛対象表参考内訳書 4 頁 

特記仕様書 19 頁 

【準備工事費】坑外ずり仮置場整

備費に再生砕石路盤工が含まれて

いますが、路盤撤去材は「特記仕様

書」１９－２ 建設副産物の処理

方法に記載の 

 コンクリート塊（無筋） 

 アスファルト塊 

 建設発生土 

いずれに該当しますか、ご教示願

います。 

令和7年8月8日掲載の「質問に対す

る回答について⑱」質問番号9に対

する回答の通りとなります。 



 

１６ 

設計関係図書 

訂正公告 1 17/52 

数量明細表 5/18 

金抜設計書 5/18 

7/31 訂正公告 

番号 54 継目工の数量が金抜設計

書と数量明細表の新旧対照表、及

び数量明細表では元の 34m で、金

抜設計書では70mになっています。

どの数値を正とすればよろしいで

しょうか。 

令和7 年8 月22 日掲載の「質問に

対する回答について⑲」質問番号1

に対する回答の通りとなります。 

 

１７ 

設計関係図書 

訂正公告 1 20/52 

数量明細表 9/18 

金抜設計書 9/18 

7/31 訂正公告 

番号108 ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ工C(L=3.0m)の数

量が、新旧対照表では 5676 本のま

まで、金抜設計書と数量明細表で

は 5681 本になっています。どちら

の数値を正とすればよろしいでし

ょうか。 

令和7 年8 月22日掲載の「質問に

対する回答について⑲」質問番号3

に対する回答の通りとなります。 

 

１８ 

設計関係図書 

訂正公告 1 21/52 

数量明細表 10/18 

金抜設計書 10/18 

7/31 訂正公告 

番号110 ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ工C(L=6.0m)の数

量が、新旧対照表では 1244 本のま

まで、金抜設計書と数量明細表で

は 1243 本になっています。どちら

の数値を正とすればよろしいでし

ょうか。 

令和7 年8 月22日掲載の「質問に

対する回答について⑲」質問番号5

に対する回答の通りとなります。 
 



 

１９ 

設計関係図書 

訂正公告 1 27/52 

数量明細表 15/18 

金抜設計書 15/18 

7/31 訂正公告 

番号 174 長尺鋼管鏡補強工注入工

の数量が、新旧対照表では 93600L

のままで、金抜設計書と数量明細

表では 92040L になっています。ど

ちらの数値を正とすればよろしい

でしょうか。 

令和7年9月2日掲載の「質問に対す

る回答について⑳」質問番号7に対

する回答の通りとなります。 

２０ 

その他 

①「質問に対する回答⑥」回答 7

（R07.05.28) 3/4 

②「質問に対する回答⑧」回答 3

（R07.06.4) 1/2 

土木工事等単価ﾌｧｲﾙ(令和 7 年 7

月)に物価資料等と記載されてい

る単価については、単価ﾌｧｲﾙ月の

市場単価(7 月の市場単価)と入札

月の市場単価(9 月の市場単価)の

どちらを使われているのか御教示

願います。 

9月5日に掲載予定の参考積算条件

書をご確認ください。 

２１ 

設計関係図書 

特記仕様書 47 頁 

特記仕様書ｐ.47  盛土附帯工 

敷砂工について、「敷砂工に使用す

る材料は、最大寸法径 100 ㎜以下

の切込砂利、切込砕石又は再生ク

ラッシャーラン」との記載があり

ます。P.18「19.再生資材の使用及

び建設副産物の処理方法に関する

事項」には当該工種の記載がない

ことから、使用する資材は再生材

ではなく新材でお考えでしょう

か。 

質問番号9に対する回答の通りとな

ります。 

 



 

２２ 

設計関係図書 

特記仕様書 47 頁 

特記仕様書ｐ.47  盛土附帯工 

敷砂工について、「施工に先立ち、

敷砂（下段）は凹凸が無いよう平滑

に仕上げるものとする。また、敷砂

を吸着シート（マット）上に施工す

る場合においては、敷均し、転圧時

に吸着シート（マット）の損傷及び

ずれが生じないように慎重に施工

するものとする。」とありますが、

路体盛土相当の管理は必要としな

いと理解して良いですか。 

盛土付帯工 敷砂工の敷均し、転

圧において、路体盛土相当の管理

は不要となります。 

２３ 

その他 

質問に対する回答④-4 P1 

質問に対する回答④-4 について、

先進ボーリングは夜間作業可能と

の回答がありました。昼夜 2 交替、

昼夜 3 交替、どちらでお考えでし

ょうか。 

貴社の施工計画に基づきお考えく

ださい。 

 

２４ 

その他 

質問に対する回答④-4 P1 

上記質問に関連して、先進ボーリ

ングに使用する機械損料は、2 交替

または 2 交替の補正を行っている

のでしょうか。 

積算に関する質問にはお答えでき

ません。 

 

２５ 

設計関係図書 

特記仕様書 48 頁 

特記仕様書 p.48 29-35 立木伐採

工について、除根に関しての記載

がありませんが、見積範囲外でし

ょうか。 

特記仕様書に記載の通り、立木伐

採における除根は見積範囲外とな

ります。 

 

２６ 

設計関係図書 

設計図 参考図 2/45 

設計図_参考図（2/45） DⅡa(H)-

AFS-K について、インバート部一次

埋戻し数量をご教示願います。 

令和7年9月2日掲載の「質問に対す

る回答について⑳」質問番号36に

対する回答の通りとなります。 

 



 

２７ 

設計関係図書 

割掛対象表参考内訳書 7 頁 

割掛対象参考内訳書 【雑工事費】 

坑口切付費について、コンクリー

ト吹付(t=10cm)の撤去は設置数量

と同数の 806m2 でしょうか。 

割掛対象表参考内訳書に関する質

問にはお答えできません。 

 

２８ 

設計関係図書 

設計図 工事用道路 2/18 

設計図（４／６）工事用道路 ２／

１８ 工事用道路Ａ 平面図の材

料表に貸与された設計報告書の数

量集計表に示されている「防護柵

工 Ｇｒ－Ｃ－４Ｅ 260.5ｍ」の

項目がありません。費用を見込ま

ないと理解してよろしいでしょう

か。 

当該工事の契約対象外となりま

す。 

 

２９ 

設計関係図書 

設計図 軽沢橋 90、93/124 頁 

設計図（２／６）軽沢橋 ９０／１

２４及び９３／１２４に仮桟橋数

量表に乗入れ盛土の項目がありま

すが、この盛土は撤去不要と考え

て良いですか。 撤去する場合は、

想定する土捨場はどこでしょう

か。 

令和7年9月2日掲載の「質問に対す

る回答について⑳」質問番号20に

対する回答の通りとなります。 

３０ 

設計関係図書 

設計図 附帯工 3/29 

油水分離ます TypeB、Dco(Sp)(E)-

φ1.80 について、掘削、埋戻しの

数量をご教示ください。 

油水分離ますTypeB、Dco(Sp)(E)-

φ1.80は、盛土施工前に設置する

計画であるため、掘削、埋戻しの

数量は計上しておりません。 

 

３１ 

設計関係図書 

金抜設計書 18 頁 

目隠し板設置Ａ（Ｙ）について、標

識用ブラケットもリース品と考る

のでしょうか。ご教示下さい。 

目隠し板設置Ａ（Ｙ）における標

識用ブラケットはリース品となり

ます。 

 


